
２
０
２
６
（
Ｒ
８
）
年
６
月

17
日
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

が
開
か
れ
た
。
こ
の
中
で
現
在

の
公
共
施
設
中
、
39
施
設
の
方

向
性
が
発
表
さ
れ
た
。
現
在
供

用
し
て
い
る
施
設
で
用
途
廃
止

す
る
施
設
は
10
施
設
。
既
に
用

途
廃
止
し
て
い
る
施
設
は
10
施

設
と
な
る
。
こ
の
効
果
額
は
、

１
億
６
９
２
万
１
千
円
で
あ
る
。

主
な
質
疑

質

稲
築
野
球
場
、
旧
碓
井
野

球
場
、
旧
嘉
穂
野
球
場
を
廃
止

し
山
田
野
球
場
を
残
す
理
由
は
。

答

最
も
新
し
い
か
ら
。

質

山
田
い
こ
い
の
家
「
白
雲

荘
」
は
残
す
べ
き
だ
。

答

廃
止
は
協
議
し
決
め
た
。

質

今
回
の
個
別
施
設
見
直
し

計
画
の
効
果
額
は
、
約
１
億
円

し
か
な
い
。
後
の
９
億
円
は
ど

う
す
る
。
収
支
が
取
れ
る
よ
う

他
の
施
設
も
見
直
す
べ
き
で
は
。

答

指
摘
は
理
解
し
て
い
る
。

公
共
施
設
の
見
直
し
対
象
を
広

げ
る
。
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田
中
よ
し
ゆ
き

議会報告
後援会ニュース

2026年6月号

№72

編集発行人

嘉麻市議会議員

田中 義幸

１
面

行
財
政
特
別
委
員
会

２
面

議
案
審
議

３
面

補
正
予
算
他

４
面

行
政
報
告
・
一
般
質
問
他

郵
便
受
け
に
勝
手
に
投
函
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

議
会
報
告
書
を
不
要
な
お
方
は
、

郵
便
受
け
付
近
に
置
い
て
い
て
く

だ
さ
い
。
次
回
、
回
収
し
以
降
は

投
函
い
た
し
ま
せ
ん
。

財政再建へ伝家の宝刀 個別施設見直し計画

用途廃止・現状有姿売却２０施設で1億692万1000円の効果

基金繰入額 年間約10億円 更なる公共施設見直しが鍵

行
財
政
改
革

用途廃止施設(案)

区分 施設名 前回計画 今回計画 効果額

既
用
途
廃
止
施
設

旧稲築プール 解体 現状有姿売却 ー

旧嘉穂プール 解体 現状有姿売却 ー

旧嘉穂テ二スコート 解体 現状有姿売却 ー

旧山田武道館 用途廃止・解体 現状有姿売却 1,517

旧碓井野球場 用途廃止・解体 現状有姿売却 1,232

旧嘉穂野球場 用途廃止・解体 現状有姿売却 487

嘉穂ふるさと交流館 解体 現状有姿売却 1,208

旧稲築東小学校 ー 現状有姿売却 2,500

旧碓井中学校 ー 現状有姿売却 3,099

山田いこいの家「白雲荘」プール 解体 解体 ー

現
供
用
施
設
↓
用
途
廃
止
施
設

稲築体育館 用途廃止・解体 用途廃止・現状有姿売却 13,906

稲築野球場 維持 用途廃止・現状有姿売却 2,050

稲築町制40周年記念運動広場 維持 用途廃止・現状有姿売却 1,317

稲築運動場 維持 用途廃止・現状有姿売却 56

山田友愛グラウンド 維持 用途廃止・現状有姿売却 1,027

稲築屋内球技場 ー 用途廃止・現状有姿売却 2,493

山田市民センター(大橋分館含む) 用途廃止・解体 用途廃止・解体 16,055

碓井母子保健施設 用途廃止 用途廃止・解体 1,683

山田いこいの家「白雲荘」 用途廃止・解体 用途廃止・解体 25,069

碓井庁舎 ー 用途廃止・解体 33,222

合計 106,921

※説明 既用途廃止施設 ：すでに使用できなくなっている施設
用途廃止施設 ：使用できなくする施設
現供用施設 ：今使っている施設
現状有姿売却 ：現状のまま売る

2026年度 基金運用状況見込

基金別 25年度末基金残高
Ａ

26年度中積立見込
Ｂ

26年度中支出見込
Ｃ

26年度末基金残高見込
Ａ＋ＢーＣ

財政調整 3,231,948 10,753 352,553 2,890,148

減 債 741,125 151,371 470,512 421,984

地域振興 1,003,131 3,785 292,341 714,575

その他 5,220,799 53,660 95,922 5,178,537

合 計 10,197,003 219,569 1,211,328 9,205,244

（単位：千円）基金状況 （単位：千円）

25年度末
基金残高

10,197,003

26年度末基
金残高見込

9,205,244

一般会計
基金繰入額

991,759

（単位：千円）

２
０
２
６
（
Ｒ
８
）
年
４
月

１
日
の
人
事
異
動
で
、
税
務
課

長
に
就
任
し
た
小
山
田
弘
志
氏

(

山
田
地
区
上
山
田
）
を
固
定

評
価
委
員
に
任
命
す
る
議
案
。

全
会
一
致
同
意

26
年
８
月
３
日
付
で
満
了
と

な
る
松
岡
瞳
子
氏
（
嘉
穂
地
区

ト
ウ
コ

中
益
）
を
再
任
す
る
議
案
。

全
会
一
致
同
意

①
損
害
賠
償
額
：
１
万
９
５
０

０
円
を
相
手
方
に
支
払
う
。

②
相
手
方
：
社
会
福
祉
法
人
山

田
福
祉
会

③
事
故
発
生
日
時
：
26
年
３
月

10
日
15
時
30
分
頃

④
場
所
：
猪
国

⑤
概
要
：
相
手
方
車
両
が
、
駐

車
中
の
車
両
を
避
け
よ
う
と
し

て
道
路
側
溝
上
を
走
行
。
そ
の

時
グ
レ
ー
チ
ン
グ
蓋
が
横
に
移

動
し
、
接
触
し
た
こ
と
で
左
後

輪
タ
イ
ヤ
が
破
損
し
、
損
害
賠

償
責
任
事
故
が
発
生
し
た
。

選
挙
管
理
員
・
補
充
員
と
も

に
全
会
一
致
当
選
し
た
。
任
期

は
26
年
６
月
12
日
か
ら
４
年
間
。

「
筑
豊
の
環
境
と
未
来
を
考

え
る
会
」
代
表
小
畠
久
司
氏
か

ら
嘉
麻
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
の
見
直
し
を
１
年
前
倒

し
す
る
請
願
が
出
さ
れ
た
。

内
容
は
、
２
市
１
町
（
飯
塚

市
、
嘉
麻
市
、
桂
川
町
）
で
計

画
し
て
い
る
新
ご
み
処
理
場
建

設
に
伴
い
、
各
市
町
の
基
本
計

画
を
新
規
に
策
定
す
る
よ
う
請

願
す
る
も
の
。

全
会
一
致
継
続
審
査

議
員
定
数
の
削
減
を
含
め
、

見
直
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
。

賛
成
多
数
可
決

反
対
意
見

議
会
改
革
は
定
数
削
減
だ
け

で
は
な
い
。
議
員
報
酬
の
15
％

カ
ッ
ト
を
提
案
す
る
。

非
核
三
原
則
を
将
来
に
わ
た
っ

て
堅
持
す
る
よ
う
求
め
る
。

全
会
一
致
可
決

６
月
議
会
最
終
日
、
議
長
か

ら
「
予
算
特
別
委
員
会
の
中
で
、

議
員
か
ら
パ
ワ
ハ
ラ
と
思
わ
れ

る
発
言
が
あ
っ
た
。
議
員
各
位

は
発
言
に
注
意
さ
れ
た
い
」
旨

の
注
意
喚
起
が
あ
っ
た
。

主
な
発
言
の
要
旨

Ｙ
議
員

①
同
地
区
は
、
捨
て
て
は
な
ら

な
い
産
廃
物
が
あ
る
。
こ
れ
を

公
表
し
た
ら
業
者
は
来
な
い
。

②
ボ
ー
リ
ン
グ
は
、
３
箇
所
で

な
く
10
箇
所
す
べ
き
だ
。

③
過
去
に
も
災
害
が
起
き
て
い

る
。
地
盤
沈
下
し
た
ら
売
却
し

た
市
に
責
任
が
あ
る
が
、
参
事

は
責
任
を
取
れ
る
か
。

④
参
事
の
資
格
は
な
い
。

⑤
内
容
を
教
え
た
。
参
事
は
、

こ
こ
で
報
告
し
て
く
れ
。

Ｔ
参
事

⑥
調
査
し
た
が
、
違
法
産
業
廃

棄
物
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

⑦
契
約
書
の
中
に
契
約
不
適
合

責
任
条
項
を
盛
り
込
む
。

⑧
公
募
時
に
、
そ
の
情
報
が
あ

る
こ
と
は
企
業
に
説
明
す
る
。

発
言
内
容
は
次
の
可
能
性
有
り

①

：
業
務
妨
害

②
⑤
：
強
要

③

：
脅
し

③
④
：
パ
ワ-

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

環
境
問
題

質

循
環
型
社
会
を
目
指
す
考

え
は
。

市
長

循
環
型
社
会
を
進
め
て

い
か
ね
ば
、
ま
す
ま
す
負
担
が

増
え
て
い
く
。
強
力
に
進
め
て

い
く
。

質

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

と
い
う
の
が
あ
る
。
こ
の
法
律

に
従
っ
て
、
分
別
収
集
が
で
き

て
い
る
か
。

課
長

で
き
て
い
な
い
。

質

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
の
見
直
し
を
、
前
倒
し
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

課
長

今
す
る
必
要
は
な
い
。

人
事
行
政

質

副
市
長
は
市
長
が
任
命
す

る
。
神
代
氏
を
ど
う
す
る
。

市
長

幹
部
会
で
は
、
続
投
の

表
明
を
し
て
い
る
。

土
木
行
政

質

尾
浦
中
か
ら
尾
浦
上
に
至

る
急
傾
斜
地
は
、
少
し
崩
落
し

て
い
る
。
そ
の
後
の
対
策
は
。

課
長

２
０
２
５
年
２
月
に
、

簡
易
の
落
石
防
止
柵
を
約
25
ｍ

設
置
し
た
。
再
度
、
現
地
調
査

を
行
い
、
落
石
防
止
柵
延
長
な

ど
の
対
策
を
検
討
し
た
い
。

質

こ
の
場
所
の
吹
付
工
を
要

求
し
た
が
。

課
長

ま
だ
国
と
協
議
中
だ
。

質

嘉
穂
地
区
泉
河
内
の
市
道

で
、
こ
ぶ
し
大
の
石
が
崩
落
し

て
い
る
。
対
策
は
。

課
長

コ
ー
ン
を
置
き
、
通
行

者
へ
注
意
喚
起
し
て
い
る
。

質

鴨
生
公
民
館
前
と
対
岸
の

歩
道
は
、
路
肩
の
樹
木
や
竹
が

歩
道
を
覆
っ
て
い
る
。
こ
こ
は

通
学
路
で
も
あ
り
、
交
通
の
障

が
い
に
な
っ
て
い
る
が
。

課
長

道
路
に
は
み
出
て
い
る

竹
や
樹
木
は
、
土
地
所
有
者
に

剪
定
・
伐
採
の
協
力
を
要
請
す

る
。
草
の
根
返
し
は
、
財
政
負

担
も
あ
り
調
査
研
究
す
る
。

防
災
行
政

質

「
特
定
空
き
家
」
認
定
の

流
れ
は
。

課
長

ま
ず
空
き
家
の
情
報
提

供
を
受
け
、
物
件
の
現
地
確
認

や
所
有
者
・
相
続
人
の
特
定
を

す
る
。
次
に
適
正
な
管
理
を
促

す
通
知
な
ど
を
出
す
。
そ
れ
で

も
対
応
し
な
い
時
は
、
判
定
を

行
い
、
認
定
す
る
。

要
望

危
険
な
家
屋
が
、
１
戸

で
も
な
く
な
る
よ
う
取
り
組
ま

れ
た
い
。
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一
般
質
問

人
事
議
案

請
願
・
意
見
書
案

固
定
資
産
評
価
委
員

教
育
委
員
の
任
命

交
通
事
故
報
告

行
政
報
告

選
挙
管
理
委
員
の
選
挙

選挙管理委員名簿

氏 名 生年月日 住所 備考

坂本瑠里子 1959年2月19日 山田地区下山田 (新)

茅島伊津美 1959年1月4日 稲築地区山野 (再)

鈴木 淑文 1949年10月16日 碓井地区上臼井 (新)

森 裕治 1962年10月17日 嘉穂地区馬見 (再)

選挙管理委員補充員名簿

氏 名 生年月日 住 所 備考

坂口真理子 1955年12月4日 山田地区下山田 (再)

野見山洋一 1969年11月3日 稲築地区山野 (再)

伊藤 宏樹 1955年9月15日 碓井地区光代 (新)

篠崎眞由美 1954年5月11日 嘉穂地区馬見 (再)

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計

画

の

見

直

し

に

関

す

る

請

願

書

案

嘉
麻
市
議
会
議
員
の
定

数
に
関
す
る
請
願
書
案

非

核

三

原

則

の

堅

持

を

求

め

る

意

見

書

案

全敬称略 全敬称略

議
長
の
注
意
喚
起



佐
伯
市
長
は
、
政
治
的
決
意

を
示
す
た
め
２
０
２
６
（
Ｒ
８
）

年
７
月
１
日
か
ら
30
（
Ｒ
12
）

年
４
月
22
日
ま
で
の
間
、
現
行

の
給
与
額
か
ら
15
％
減
額
す
る

条
例
を
提
案
し
た
。
（
前
赤
間

市
長
は
10
％
減
額
）

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
本
来
給

与
85
万
円
が
72
万
２
５
０
０
円

と
な
り
、
給
与
・
期
末
手
当
合

わ
せ
て
１
年
間
で
２
０
６
万
５

５
０
０
円
減
額
に
な
る
。

こ
の
給
与
額
は
、
福
岡
県
内

の
全
市
29
自
治
体
中
、
最
も
低

い
。
ま
た
、
全
60
市
町
村
で
も

46
番
目
で
あ
る
。全

会
一
致
可
決

※
ひ
と
り
親
控
除
見
直
し

控
除
額
が
、
現
行
30
万
円
か

ら
33
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

所
得
税
と
住
民
税
の
両
方
で
適

用
。
物
価
高
騰
対
策
、
子
育
て

世
帯
支
援
。

※
寄
附
金
税
額
控
除

ふ
る
さ
と
納
税
は
高
所
得
者

層
の
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。
公

平
性
の
た
め
、
個
人
住
民
税
の

税
額
控
除
限
度
額
に
制
限
を
設

け
た
。
こ
の
改
正
で
影
響
を
受

け
る
の
は
給
与
収
入
が
１
億
円

ほ
ど
あ
る
高
額
所
得
者
層
。

※
医
療
費
控
除
の
特
例
期
限

特
定
一
般
用
医
薬
品
（
ス
イ
ッ

チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
）
購
入
の
医
療
費

控
除
適
用
期
限
を
撤
廃
す
る
。

な
お
、
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医

薬
品
（
風
邪
薬
、
胃
腸
薬
、
鼻

炎
薬
、
水
虫
用
薬
、
シ
ッ
プ
薬

な
ど
）
は
、
薬
局
や
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
で
購
入
で
き
る
こ
と
に

な
っ
た
。
年
間
購
入
額
が
、
１

万
２
千
円
を
超
え
８
万
８
千
円

を
上
限
と
し
て
、
所
得
か
ら
差

し
引
く
こ
と
が
で
き
る
。

※
固
定
資
産
税

免
税
点
の
引
き
上
げ
（
家
屋

は
現
行
20
万
円
か
ら
30
万
円
、

償
却
資
産
は
１
５
０
万
円
か
ら

１
８
０
万
円
に
）
。
小
規
模
事

業
者
が
非
課
税
に
な
る
ケ
ー
ス

が
増
え
る
と
見
込
ま
れ
る
。

※
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

住
宅
ロ
ー
ン
減
税
の
控
除
期

間
が
、
13
年
間
に
延
長
さ
れ
た
。

※
新
築
住
宅
の
税
額
軽
減
措
置

床
面
積
要
件
を
50
㎡
以
上
か

ら
40
㎡
以
上
に
引
き
下
げ
る
。

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
を
特

例
対
象
外
と
し
、
適
用
期
限
を

５
年
延
長
す
る
。

※
軽
自
動
車
税

２
０
２
６
年
３
月
31
日
で
環

境
性
能
割
を
廃
止
し
、
「
軽
自

動
車
税
（
種
別
割
）
」
を
「
軽

自
動
車
税
」
に
一
本
化
す
る
。

軽
自
動
車
の
環
境
性
能
割
廃

止
に
伴
い
、
地
方
自
治
体
の
税

収
減
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
当

面
は
国
費
で
補
填
す
る
。

専
決
議
案
で
全
会
一
致
承
認

稲
築
公
民
館
の
建
て
替
え
に

伴
い
、
新
し
い
建
物
の
名
称
を

「
な
つ
き
生
涯
学
習
交
流
セ
ン

タ
ー
」
に
す
る
議
案
。

全
会
一
致
可
決
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新
稲
築
公
民
館
の
名
称

市 長 給 与 1 5 ％ カ ッ ト

本来給与額85万円が72万2500円、年間２０６万５５００円減額に

福岡県内全市29自治体中最も低い給与額、全60市町村中では46番目

議
案
審
議

市
長
給
与
減
額
条
例

市
税
改
正

国
民
健
康
保
険
税
改
正

全
会
一
致
可
決

市長等給与の推移

役 職 本来給与額改定給与額 減額額

市 長 850,000 722,500 127,500

副市長 688,000 ― ―

教育長 620,000 ― ―

単位：円

☆ 課税限度額の引き上げ

区 分 改正前 改正後

医療分 66万円 67万円

後期分 26万円 26万円

介護分 17万円 17万円

子ども子育て
支援納付金分 ― 3万円

合 計 109万円 113万円

２
０
２
５
（
Ｒ
７
）
年
７
月

19
日
の
大
雨
で
、
才
田
川
が
増

水
し
た
。
才
田
川
は
樋
門
の
ゲ
ー

ト
で
水
量
を
調
整
し
て
い
る
が

故
障
で
機
能
し
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
稲
築
地
区
岩
崎
に

あ
る
家
屋
３
軒
、
家
財
６
軒
そ

し
て
太
陽
光
発
電
施
設
１
箇
所

が
浸
水
で
被
害
を
受
け
た
。

専
決
議
案
で
全
会
一
致
承
認

氏名 損害賠償
内 訳

補償額
単位：円

Ａ 家 財 17,080

Ｂ 家 財 24,077

Ｃ し尿処理 355,701

Ｄ 家 財 741,028

Ｅ 家 財 315,282

Ｆ し尿処理 4,301

Ｇ 家 財
し尿処理 510,706

Ｈ し尿処理 4,301

Ｉ 太陽光施設 213,740

Ｊ 家 財 169,389

才
田
川
溢
水
被
害
補
償

イ
ッ
ス
イ

寄附金税額控除の見直し

改正前 改正後

都道府
県民税 個人

住民税
所得割
額の2割

下記のいずれか低い額
①個人住民税所得割額の2割
②772,000円

市町
村民税

下記のいずれか低い額
①個人住民税所得割額の2割
②1,158,000円

☆ 軽減措置の拡充（今回7割軽減は改正なし）
軽減基準の計算式は下記の通り。
なお、①部分は5割軽減と2割軽減で変わる。
43万円＋①×（国保加入者数）＋10万円×（給与所得者等数-1）
5割軽減の改正点： ①は30.5万円から31万円に改正
2割軽減の改正点： ①は56万円から57万円に改正
※ 改正の目的
低所得者層の保険料負担軽減・国民皆保険制度の維持

７
５
７
９
万
円

２
０
２
５
（
Ｒ
７
）
年
２
月

25
日
の
３
党
合
意
に
基
づ
き
、

本
年
４
月
１
日
か
ら
給
食
費
が

無
償
化
に
な
っ
て
い
る
。

福
岡
県
を
通
じ
て
補
助
金
が

交
付
さ
れ
る
が
、
前
倒
し
で
実

施
し
て
い
る
。

２
４
０
万
円

西
馬
見
行
政
区
の
伝
統
行
事

で
あ
る
、
獅
子
舞
の
獅
子
頭
、

太
鼓
な
ど
の
補
修
費
を
助
成
。

１
６
１
８
万
８
千
円

10
市
立
保
育
園
等
へ
基
本
単

価
１
９
０
０
円
に
利
用
児
童
数

と
月
数
を
乗
じ
た
額
を
交
付
す

る
。
対
象
者
数
７
１
０
人
。

１
９
６
万
円

26
年
１
月
に
碓
井
熊
本
児
童

遊
園
内
に
あ
る
ト
イ
レ
や
フ
ェ

ン
ス
が
、
不
審
火
に
よ
る
火
災

で
焼
失
し
た
た
め
、
復
旧
工
事

を
行
う
。
な
お
、
同
時
に
３
件

の
不
審
火
が
起
こ
り
、
容
疑
者

は
逮
捕
さ
れ
て
い
る
。

１
億
６
２
２
０
万
６
千
円

25
年
６
月
27
日
の
最
高
裁
判

決
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣

の
判
断
は
過
誤
、
欠
落
が
あ
っ

た
と
し
て
、
違
法
と
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
原
告
と

原
告
以
外
を
区
別
せ
ず
、
デ
フ

レ
調
整
で
下
げ
た
金
額
分
と
歪

み
調
整
反
映
後
の
差
額
相
当
分

を
保
護
費
と
し
て
追
加
給
付
す

る
。(

嘉
麻
市
に
原
告
は
い
な

い)追
加
給
付
者

①
保
護
受
給
中
の
世
帯

１
４
１
１
世
帯

②
保
護
廃
止
の
世
帯
９
３
７
世

帯(

本
人
の
申
請
が
必
要)

２
０
０
万
円

①
上
水
道
給
水
区
域
外

②
経
費
の
半
額
で
20
万
以
内

③
補
助
対
象
工
事
は
、
ボ
ー
リ

ン
グ
工
事
・
取
水
管
工
事
・
ポ

ン
プ
設
置
工
事
・
給
水
管
工
事

・
電
気
設
備
工
事
・
貯
水
タ
ン

ク
設
置
工
事
・
浄
水
施
設
設
置
。

１
２
６
万
４
千
円

地
域
住
民
が
、
堤
防
の
除
草

及
び
周
辺
美
化
を
実
施
す
る
。

４
１
４
５
０
万
円

小
規
模
零
細
な
地
域
に
お
け

る
、
農
作
業
の
共
同
化
や
農
地

利
用
集
積
を
促
進
す
る
目
的
の

た
め
、
機
械
な
ど
導
入
す
る
経

費
を
支
援
す
る
。７

５
０
０
万
円

認
定
新
規
就
農
者
に
、
導
入

機
械
購
入
経
費
の
補
助
を
す
る
。

①
地
域
：
下
山
田

②
導
入
機
械
：
ハ
ウ
ス
改
修
、

冷
蔵
庫
、
管
理
機
、
動
噴
な
ど

③
補
助
金
：
７
５
０
万
円

１
０
０
３
万
７
千
円

新
規
に
移
住
し
て
、
起
業
す

る
者
を
支
援
す
る
。71

万
５
千
円

山
田
地
区
吉
庵
の
事
業
用
地

の
売
却
基
準
価
格
を
見
直
す
。

ー
４
ペ
ー
ジ
参
照
ー

３
４
０
０
万
円

転
入
者
等
に
交
付
金
を
出
す
。

１
６
０
万
円

牛
隈
北
区
自
主
防
災
会
へ
、

テ
ン
ト
・
発
動
機
・
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
な
ど
災
害
発
生
時
に
必
要

な
備
品
整
備
を
助
成
す
る
。

１
９
５
万
５
千
円

県
の
指
定
を
受
け
て
上
山
田

小
学
校
に
、
不
登
校
児
童
支
援

員
を
配
置
す
る
。

事
業
は
３
年
間
。

50
万
円

牛
隈
小
学
校
と
山
田
中
学
校

を
軸
に
、
「
ワ
ン
ヘ
ル
ス
」
理

念
の
普
及
、
啓
発
を
図
る
。

全
会
一
致
可
決

２
３
５
万
６
千
円

才
田
川
の
増
水
に
よ
る
浸
水

被
害
賠
償
金
。

専
決
議
案
で
全
会
一
致
承
認

ー
２
ペ
ー
ジ
参
照
ー
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補
正
予
算
２
号

小
学
校
給
食
費
無
償
化

小学校給食費無償化へ 7579万円を交付
児童１人月額5,200円を交付 対象児童1,325人（要保護児童数除く）

嘉麻市の小学校食材費は月額5,350円 保護者負担分月額4,490円は無料に

児
童
遊
園
維
持
管
理

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金

保
育
所
等
給
食
費
支
援

生
活
保
護
費
追
加
給
付

家
庭
用
水
確
保
整
備
事
業

堤
防
等
周
辺
美
化

担
い
手
育
成
事
業

農
業
振
興
対
策

起
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

団体 所在 導入機械 事業費 補助金

農地利用
効率化等
支援事業

Ａ 下臼井 乾燥機10台、選別機1台 4,133,860円 20,686,000円

Ｂ 飯田 籾摺り機1台 2,129,424円 1,064,000円

合 計 43,503,284円 21,750,000円

強い農業
構造確立
推進事業

Ｃ 山野
直売所、選果場、

加工場新築工事
25,345,000円 10,000,000円

Ｄ 西郷 農業用倉庫 26,800,000円 10,000,000円

合 計 52,145,000円 20,000,000円

下
山
田
事
業
用
地
再
鑑
定

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金

定
住
者
促
進
事
業

教
育
支
援
相
談
員
報
酬

交付金額の変更点 単位：万円

区 分 2025年度 2026年度

基本額（新築） 200 100

基本額（中古） 100 50

加算（子1～2人） 10

廃止加算（子３人～） 20
加算
（市内業者利用） 30

ワ
ン
ヘ
ル
ス
教
育
推
進

不登校児童数の推移

年 度 2023 2024 2025

市全体 98人 81人 96人

上山田
小学校 8人 13人 15人

補
正
予
算
１
号

才
田
川
溢
水
被
害
賠
償

イ
ッ
ス
イ


